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論文内容の要旨

本論文は、ディジタル無線通信におけるダイパーシチ方式に関する研究をまとめたものであり、全文は以下の 7 章

で構成されている。

第 1 章は、ディジタル無線通信におけるダイバーシチ方式に関し研究の背景と課題について述べ、本研究の位置づ

けならびに目的を明らかにしているo

第 2 章は、無線回線で発生するフェージングの詳細、この劣化を改善するための各種ダイパーシチ方式の役割と問

題点の所在について述べ、ディジタルマイクロ波方式の中継装置および端局装置の構成等について詳細を記述してい

る。

第 3 章では、周波数ダイパーシチ方式の改善効果に関する検討を行い、複数無線チャネル聞の帯域内振幅偏差の同

時確率分布を用いた新しい推定法を提案し回線断率に対する改善効果を理論的に明らかにし、実験による確認を行っ

ている。

第 4 章では、スペースダイバーシチ方式に関する検討を加え、各波で個別に同相合成を行う各波個別制御同相合成

スペースダイパーシチを新たに提案し、十分な改善効果を得ることができることを理論計算により明らかにしている。

また、入力信号を900 の位相差で分岐し適当な振幅比でベクトル合成する新しい無限移相器の回路構成を提案し、シ

ングルチップ移相器を実現している。

第 5 章では、誤り訂正方式に関する検討を加え、複数の現用回線データを情報ピットとし、それから算出されるパ

リティピットを予備回線で伝送する周波数軸誤り訂正方式を新しく提案し、回線品質改善効果を理論解析しその効果

を明らかにしている。

第 6 章では、サイトダイパーシチならびに光ファイバマイクロセル方式に関する検討を加え変調波を光ファイパ内

に閉じこめて伝送する集中制御スペクトル分配制御方式を提案し、呼損率改善効果を明らかにするとともに、隣接無

線基地局との間でダイバーシチを構成するセル間ダイバーシチを提案し、シミュレーション計算により特性改善効果

を解析している o

最後の第 7 章では、本研究で得られたディジタル無線通信方式におけるダイバーシチ方式に関する成果を総括し、

結論を述べている。
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論文審査の結果の要旨

電波を利用した通信方式が急速に世の中に浸透しており、周波数を有効に利用する技術の研究開発が重要な課題に

なっている o 本研究では、周波数の有効利用に効果のあるダイバーシチ方式に関し種々の新しい考案を行い、改善効

果の理論解析を行うとともに、実際の改善効果を実験により確認している。また、それらの新しい方式を実現するた

めに必要な各種回路についても新しい構成法を提案し、理論的・実験的検討を加え設計法を確立し、装置を実現して

いる。本論文はこれらの結果をまとめたものであり、得られた主な成果は次の通りである。

(1)ディジタルマイクロ波方式においては、装置障害を救済するための予備回線が用意されている。この回線は現用

回線と異なった周波数で運用されているため、周波数ダイバーシチ方式として利用可能である。アナログ方式で

はこの効果を受信電力のみの同時確率により把握していたが、ディジタル方式ではこの推定方式が使用できない

ため、新たに帯域内振幅偏差の同時確率分布を用いた新しい推定法を提案し、理論解析を加え、改善効果を明ら

かにしている o また、得られた結果は実回線を使用した実験結果と比較し、推定法の妥当性を確認している。

(2) 周波数選択性フェージングを救済する方法としてマルチキャリア変調方式を用いることが多いが、この方式に使

用するスペースダイバーシチに対しては、従来、共通制御ノッチ検出形最小振幅偏差合成スペースダイバーシチ

が使用されてきた。しかし、この方式を位相変化の激しい長距離海上区間に適用した場合は、精度のよい位相追

従ができず、特性の著しい劣化が観測されている o これに対し、各波個別制御同相合成スペースタイパーシチを

新たに提案し、改善効果の理論的把握を行うとともに、実際に使用するシングルチップ移相器に関する理論的実

験的検討を加え、設計法を確立し移相器の小型経済化を実現している。

(3) 複数の現用回線のデータから計算される誤り訂正用のパリティビットを周波数の異なる予備回線を使用して伝送

する新しい周波数軸を用いた誤り訂正方式を提案し、理論解析により改善特性を明らかにし同時に実験による特

性確認を行っているo この方式を使用することにより、従来使用されている自回線にパリティを挿入する方式に

比較し、情報伝送速度の低下が無くなると同時に、パースト誤りのランダム化が可能となり大幅な改善が可能と

なることを明らかにしている。

(4) 変調波を光ファイパ内に閉じこめて伝送する集中制御スペクトル分配制御方式を新たに提案し、分配切替を行う

スイッチの構成法および変復調装置の利用率改善効果について理論的解析を加え、効果を明らかにしているo さ

らに、隣接無線基地局との間でダイバーシチを構成するセル間ダイパーシチを提案し、シミュレーション計算に

より呼損率改善効果を解析し、効果を明らかにしている。また、スペクトルを分配する干渉抑圧効果の高いスイッ

チ GaAsFET SPST を新たに提案し所要の特性を実現をしているo

以上のように本論文では、ディジタル無線通信方式に使用される周波数ダイパーシチ、スペースダイバーシチ、周

波数軸誤り訂正方式、サイトダイバーシチ等の各種ダイパーシチに対し、種々の新しい構成法を提案し、提案した方

式のそれぞれに対し理論解析を加え改善効果を明らかにするとともに、実験による特性把握を行い理論解析ならびに

改善効果の妥当性を確認している o また、これらの方式を実現するために必要な無線機器について具体的な回路構成

の検討を行い新しい構成法を考案し回路を実現し設計手法を確立しているo これらの方式ならびに装置は、実際の通

信装置へ応用し大幅な周波数利用効率の向上に寄与している。これらの成果は、通信工学の発展に寄与するところが

極めて大きし、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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